
令和６年８月 26 日 

２学期始業式 放送原稿 

 

 「軽いノリ」。明るい足高生によく感じられる雰囲気です。 しかし、 集団で一人の人を

いる。歩道や車道を広がって歩き対向車や人に道を譲らない、このような行為は自分中心で 

他人を大切にしない人の行動であり、足高生にふさわしくない。足高生は「 自分も大切 、

周りも大切 」にする学校であってほしいと思いを込め、この時間の話を終わります 。８月

２６日（月）に元気な姿でまた会いましょう。これが、１学期終業式の最後の部分でした。 

 

記録的な猛暑、パリオリンピックや８月の地震など、話題の多かった今年の夏休みでした

けど、皆さんにとっては充実した期間を送ることができましたか。 

 暑すぎて出かける気にもなれず、ずっと冷房の下で過ごしてました。本日の登校少し気が

重かった。という声が多そうな気もしますが、今日から２学期が始まりました。 

まずは、３年生。半年後の君たちはもう卒業目前です。自分の将来をある程度方向づける

高校卒業後の進路決定において最終段階となっています。悩みはそれぞれあるかと思うけ

ど、多くの人と相談して、相談して相談して、悩んで悩みぬいて、それでも迷うかと思うけ

ども、自分で納得のいく進路決定をしてほしい。誰でも通る道で君だけでない。クラスのみ

んなそれぞれ悩んでいる。そんな友人や隣人を大切にしてあげてほしい。 

２年生。高校生活の折り返しを迎え、かつ最も密度の濃い学期を迎えます。文化祭から修

学旅行まで間がないですしね。こんな時は、クラスのみんなそれぞれ慌ててしまう。イライ

ラしてしまう。気楽にいこう。そんな言葉で友人や隣人を安心させてあげてほしい。 

１年生。高校生活最大の足高祭という学校行事が目前で楽しみにしている人も多いと思

う。高校生としての初めての文化祭、大いに楽しんで高校生活を満喫してほしいと思う。そ

して、後輩の中学生に、本校の楽しさを伝えてほしいと思う。 

さて全学年の皆さんに共通して話したいことが 2 点あります。多くの人数がみんなで楽

しむとは、また、外部の方に足高祭に来てよかったと思ってもらえるとはどうしたらよいか。 

それは、安全と衛生面そして笑顔に気を遣うことであろう。特に安全面、準備も含めて盗

撮や盗難はないか。来場者にとって危険な場所はないか。著作権など、他人の人権を侵害す

ることがないか。私たち自身に感染拡大未然防止の意識はあるかなどに、ぜひ多方面、各所

に気を遣い、ルールにのっとりながら、思い出に残るみんなが楽しめる足高祭にしてほしい

と思います。 

私はこのような時に、皆さんに言っていることがある。「自分も大切 周りも大切」この

言葉を今回もお伝えして、話を終わります。今週から 12 月までの間の毎日ではありません

が、地域の方々と共に、交差点指導を行います。誘導の方の指示に従って、あいさつしなが

ら安全に笑顔で登下校してほしい。 

                                   以上です。 


